
宋
都
監
保
原
考
（
一
）
－
唐
代
の
行
営
都
監
－

　
　
は
じ
め
に

　
　
『
両
朝
国
史
』
に
「
太
祖
太
宗
、
海
内
を
平
一
す
る
や
、
累
朝
の
藩
慎
哉
餓
に

懲
り
、
尽
く
天
下
の
勁
兵
を
収
め
、
営
を
京
畿
に
列
ね
、
以
っ
て
藩
衛
に
備
う
い

と
あ
る
如
く
、
宋
は
国
初
に
お
い
て
、
唐
末
五
代
の
藩
慎
哉
餓
の
弊
に
鑑
み
、
藩

鎖
牙
軍
の
精
鋭
を
禁
軍
に
編
入
す
る
こ
と
で
軍
事
力
の
強
幹
弱
支
を
ば
か
り
、
遂

に
は
藩
慎
の
支
郡
領
有
を
止
め
て
、
藩
遺
制
を
廃
棄
し
か
。
か
か
る
藩
慎
兵
力
の

削
減
・
解
体
に
象
徴
さ
れ
る
藩
慎
抑
制
政
策
は
、
唐
・
五
代
の
歴
朝
を
通
じ
て
多

角
的
に
推
進
さ
れ
、
宋
に
至
っ
て
最
終
段
階
を
迎
え
た
。
そ
の
様
な
政
策
の
う
ち
、

禁
軍
組
織
の
拡
充
と
契
丹
防
衛
の
緊
要
化
を
背
景
に
推
進
さ
れ
た
中
央
禁
軍
の
地

方
屯
駐
政
策
は
、
進
駐
軍
の
軍
事
力
を
頼
ん
で
藩
遺
行
政
に
に
ら
み
を
動
か
せ
、

藩
慎
の
恣
意
的
な
行
動
を
制
肘
す
る
上
で
充
分
な
効
果
を
あ
げ
た
。
そ
れ
政
、
五

代
末
に
は
、
契
丹
と
接
境
す
る
河
北
・
河
東
を
中
心
と
し
て
、
国
内
至
る
と
こ
ろ
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の
要
地
に
屯
監
禁
軍
が
布
置
さ
れ
た
と
い
う

宋
朝
が
か
か
る
政
策
を
継
承
・
発

展
さ
せ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
地
域
的
・
量
的
拡
大
は
藩
遺
制
廃
棄

の
重
要
な
前
提
を
な
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
そ
も
そ
も
藩
鎮
は
辺
境
及
び
地
方
に
お
け
る
有
事
の
軍
事
要
請
に
対
応

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
藩
遺
制
の
廃
棄
に

よ
っ
て
、
各
地
の
屯
監
禁
軍
は
新
た
に
地
方
軍
事
力
の
要
と
し
て
、
か
か
る
藩
軍

の
任
務
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
か
く
て
、
屯
監
禁
軍
は
軍
制
賂
及

友
　
　
永

植

び
府
州
単
位
で
、
都
部
署
・
部
署
（
部
総
管
・
総
管
ｙ
と
称
さ
れ
る
統
兵
営
の
統

帥
の
も
と
に
、
辺
防
と
地
方
治
安
の
維
持
に
当
た
る
べ
く
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
宋
朝
政
府
が
最
も
腐
心
し
た
の
は
、
屯
監
禁
軍
の
遠
心
化
で
あ
っ

た
。
統
兵
営
に
よ
っ
て
屯
駐
車
が
私
兵
化
さ
れ
れ
ば
、
再
び
藩
鎮
践
餓
の
旧
態
が

再
現
さ
れ
る
の
は
必
定
で
あ
り
、
最
悪
の
場
合
、
政
権
を
喪
失
す
る
可
能
性
す
ら

生
じ
て
く
る
。
そ
れ
は
契
丹
防
衛
軍
を
擁
し
て
出
征
し
、
倒
戈
し
て
王
朝
を
簒
奪

し
た
後
唐
の
明
宗
、
後
背
・
後
漢
の
高
祖
な
ど
の
五
代
の
事
績
に
照
ら
し
て
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
こ
に
都
部
署
・
部
署
等
統
兵
営
の
統
帥
権
を
制
肘
し
、
彼
ら
に
よ

る
地
方
屯
監
軍
の
遠
心
化
を
防
止
す
る
機
構
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
『
文
献
通

考
』
が
引
く
陳
博
良
（
止
斎
）
の
言
に
「
謂
う
と
こ
ろ
の
禁
兵
は
、
み
な
三
司
の

卒
、
分
屯
し
て
更
戌
す
。
今
の
屯
監
・
監
泊
の
名
に
し
て
、
鈴
轄
・
部
監
・
監
押

の
営
の
部
領
す
る
も
の
な
り
」
と
あ
っ
て
、
屯
監
禁
軍
が
鈴
轄
・
部
監
・
監
押
な

る
営
に
統
轄
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
諸
営
こ
そ
か
か
る
役

割
を
課
せ
ら
れ
た
屯
監
軍
の
監
督
営
で
あ
っ
た
。
『
宋
史
』
兵
志
に
よ
れ
ば
、
鈴
轄

は
辺
寇
の
悍
禦
に
際
し
て
は
総
管
と
協
議
し
、
都
監
は
禁
車
の
屯
戌
・
辺
防
・
訓

練
の
政
令
を
管
掌
し
た
と
い
聖
句
史
書
は
時
に
都
監
を
「
監
車
」
或
は
「
護
車
」

と
記
し
て
い
る
。

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
の
小
論
の
目
的
は
、
か
か
る
末
代
部
監
の
制
度

的
淵
源
を
尋
ね
、
そ
の
宋
に
至
る
展
開
の
過
程
を
跡
付
け
る
こ
と
に
あ
る
。
筆
者

は
、
こ
の
間
、
宋
朝
君
主
独
裁
体
制
の
確
立
・
維
持
に
寄
与
し
た
官
僚
集
団
（
内
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諸
司
使
及
び
三
班
使
臣
）
に
つ
い
て
考
察
し
、
こ
の
都
監
に
つ
い
て
壮
、

の
官
僚
が
任
用
さ
れ
た
職
事
の
Ｉ
つ
と
し
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
ら

こ
の
度

は
、
都
監
と
い
う
職
事
そ
れ
自
体
の
特
質
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
制
度
的
変
遷
の

跡
を
追
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
唐
宋
変
革
期
に
お
け
る

官
職
の
変
容
つ
い
て
の
事
例
研
究
で
あ
る
が
、
一
方
ま
た
都
監
の
職
務
に
み
る
が

如
き
宋
朝
軍
制
の
特
色
に
関
す
る
遡
及
的
考
察
の
試
み
で
凶
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

近
年
、
宋
の
都
監
に
つ
い
て
渡
澄
久
氏
が
高
論
を
発
表
さ
れ
、
北
宋
に
お
け
る
都

監
の
制
度
的
変
遷
を
詳
細
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
渡
漫
氏
も
、
序
論
の
中
で
簡
単

に
唐
・
五
代
の
都
監
に
言
及
さ
み
て
い
る
が
、
筆
者
は
氏
と
は
分
析
の
観
点
や
見

解
を
些
か
異
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
卑
見
を
述
べ
て
、
ご
叱
正
を
仰
ぐ
次

第
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
末
代
の
都
監
は
有
事
に
編
成
さ
れ
る
行
宮
禁
軍
の
都
監
と
、
地
方
に

常
駐
す
る
屯
駐
禁
軍
の
都
監
に
分
け
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

そ
れ
は
両
者
が
地
方
派
遊
軍
の
監
督
言
と
い
う
意
味
で
職
務
の
本
質
を
同
じ
く
す

る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
起
源
と
そ
の
後
の
制
度
的
展
開
を
異
に
す
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
唐
代
に
お
け
る
行
官
軍
の
監
事
を
系
譜
的

起
源
と
し
、
後
者
は
五
代
の
地
方
屯
駐
禁
軍
の
監
贅
言
と
唐
代
以
来
の
藩
鎮
の
監

軍
使
が
融
合
し
生
成
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
小
論
で
は
差

し
当
り
前
者
の
唐
代
に
お
け
る
淵
源
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
五
代
に
お
け
る
制

度
的
展
開
及
び
後
者
の
屯
駐
車
の
都
監
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
じ
た
い

と
こ
ろ
で
、
唐
代
の
監
軍
に
つ
い
て
は
、
夙
に
矢
野
主
税
氏
の
先
駆
的

あ　゜

る
。
唐
初
か
ら
徳
宗
朝
に
か
け
て
の
監
軍
使
の
実
態
を
分
析
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

小
論
は
行
宮
都
監
の
出
現
す
る
唐
後
半
期
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
る
が
、
諭
旨

の
展
開
上
、
唐
前
半
期
に
つ
い
て
も
触
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
唐
前
半
期
の
監

軍
に
つ
い
て
は
、
矢
野
氏
の
高
論
を
踏
ま
え
て
言
及
し
た
い
。
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宋
初
の
行
営
都
監

　
末
代
の
行
宮
都
監
の
淵
源
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
先
ず
末
代
に
お
け
る
そ
の

実
態
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
つ
い
て
は
、
軍
事
行
動
が
頻
繁
に
起
こ
さ
れ
、
事

例
の
比
較
的
豊
富
な
太
祖
・
太
宗
朝
の
行
宮
部
監
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
　
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
（
以
下
『
長
編
』
と
略
す
）
巻
一
、
太
祖
、
建
隆
元
年
九

月
已
末
の
条
に
、

　
　
　
（
李
）
従
進
反
古
聞
、
上
命
馬
歩
軍
副
部
指
揮
使
婦
徳
節
度
使
石
守
信
為
揚

　
　
州
行
宮
部
部
署
兼
知
揚
州
行
府
事
、
殿
前
都
指
揮
使
義
成
節
度
使
王
審
埼
為

　
　
副
、
宣
微
北
院
使
李
處
耘
為
部
監
、
保
信
節
度
使
末
延
渥
為
排
陣
使
、
帥
禁

　
　
兵
討
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
料
中
の
括
弧
は
筆
者
、
以
下
同
様
）

と
あ
っ
て
、
国
初
、
揚
州
節
度
使
李
従
進
を
征
討
す
る
に
当
た
り
、
禁
軍
の
長
官

石
守
信
・
王
審
埼
を
行
宮
都
部
署
・
副
、
宣
徹
院
使
の
李
處
耘
を
（
行
宮
）
都
監
、

末
建
屋
を
排
陣
使
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
様
に
行

宮
部
監
は
部
部
署
・
副
都
部
署
と
併
置
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
太
祖
・
太

宗
朝
の
事
例
を
整
理
す
る
と
、
前
頁
の
表
１
の
如
く
で
あ
兪
。

　
都
監
は
時
に
監
軍
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
監
軍
た
る
行

宮
都
監
の
職
権
を
具
体
的
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
史
料
が
あ
る
の
で
示
し
て
み

よ
う
。
『
長
編
』
巻
四
、
太
祖
、
乾
徳
元
年
九
月
丁
卯
の
条
に
、

　
　
宣
徽
南
院
使
兼
枢
密
副
使
率
爾
転
、
貴
校
詣
州
刺
史
。
刑
湖
之
役
、
爾
転
以

　
　
近
臣
護
軍
、
臨
時
専
断
、
不
順
軍
議
。
初
至
襄
陽
、
黄
味
露
餅
餌
者
率
減
少
、

　
　
倍
取
軍
士
之
直
。
爾
転
補
得
尤
甚
者
二
人
、
送
暮
容
低
利
。
低
朗
然
不
受
。

　
　
往
復
三
四
、
虚
伝
違
令
新
子
市
以
恂
。
低
利
所
部
小
枝
同
義
、
舎
子
刑
州
客

　
　
将
校
王
氏
、
使
酒
宛
恣
。
王
氏
個
千
慮
転
、
召
義
何
者
。
義
又
譜
李
吉
松
於

　
　
低
利
。
至
白
湖
、
爾
転
望
見
軍
士
人
民
舎
、
良
久
舎
中
人
大
呼
求
救
。
遣
補

　
　
之
、
則
延
利
画
人
也
。
乃
鞭
其
背
、
低
朗
然
新
之
。
出
足
太
不
協
、
更
相
論

　
　
奏
。
上
以
低
利
宿
将
、
赦
其
過
、
止
罪
爾
転
。
爾
転
亦
恐
慄
、
不
敵
自
明
。

と
あ
り
、
上
記
の
李
處
転
が
刑
南
・
湘
南
征
服
戦
役
に
部
監
と
し
て
従
軍
し
た
折
、

行
宮
軍
務
を
巡
っ
て
都
部
署
慕
容
低
利
と
深
刻
な
確
執
を
起
こ
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
不
当
な
価
格
で
食
料
を
販
売
し
た
商
人
や
酒
勢
を

以
っ
て
寓
舎
で
狼
籍
を
は
た
ら
い
た
軍
校
、
及
び
民
間
人
を
虐
待
し
た
兵
卒
を
李

處
転
が
検
挙
或
は
皿
貴
し
、
あ
る
者
は
こ
れ
を
処
断
し
た
と
こ
ろ
、
咎
人
が
慕
容

低
利
の
縁
故
の
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
足
利
の
怒
り
を
買
い
、
双
方
が

劾
奏
に
及
び
、
結
果
的
に
處
転
が
詣
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
と
い
う
。

　
李
處
転
の
左
遷
の
原
因
を
、
『
長
編
』
は
「
臨
時
専
断
、
不
順
軍
議
」
と
指
摘
す

る
が
、
こ
こ
に
言
う
「
専
断
」
と
は
、
彼
が
上
述
の
非
違
・
不
法
行
為
の
処
理
に

つ
い
て
行
宮
首
脳
部
と
協
議
せ
ず
、
独
自
に
対
応
を
は
か
り
、
遂
に
は
処
分
に
ま

で
及
ん
だ
と
い
う
一
連
の
独
断
専
行
を
指
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
吉

松
の
独
断
専
行
が
問
罪
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
行
宮
軍
政
下
の
非

違
・
不
法
を
糾
弾
し
た
こ
と
自
体
は
、
不
当
な
行
為
と
見
な
さ
れ
て
は
い
な
い
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
非
違
・
不
法
の
検
察
は
都
監
の
固
有
の
権
限
と
し
て
容
認

さ
れ
て
い
た
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
太
祖
は
両
者
の
弁
駁
を
聴
い
た
後
、
慕
容

低
利
が
宿
将
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
彼
を
赦
し
た
が
、
彼
に
過
失
が
あ
っ
た
こ
と

自
体
は
明
ら
か
に
認
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
太
祖
が
李
處
転
の
訴
え
を
是
認

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
部
監
に
よ
る
非
違
・
不
法
の
検
察
を
正
当
な

行
為
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。

　
李
處
転
の
場
合
の
様
に
、
都
監
を
し
て
時
に
は
部
部
署
指
揮
下
の
将
校
の
糾
弾

を
も
可
能
な
ら
し
め
る
に
は
、
都
監
を
部
部
署
の
指
揮
命
令
系
続
か
ら
独
立
さ
せ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
指
揮
命
令
系
統
下
に
お
け
る
「
専
断
」

行
為
は
当
然
軍
律
に
違
背
し
、
軍
法
に
よ
る
処
断
の
対
象
に
な
る
。
李
處
転
が
そ

の
様
な
廉
で
処
罰
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
と
い
う
事
実
は
か
か
る
推
測
を
裏
付
け
て

い
る
。

　
以
上
の
如
く
、
末
代
の
行
宮
部
監
は
、
部
部
署
の
指
揮
命
令
系
統
の
外
に
あ
っ

て
、
行
宮
将
兵
の
平
時
・
戦
時
の
行
動
を
監
視
し
、
不
法
・
非
違
を
摘
発
・
糾
弾

す
る
こ
と
で
、
部
部
署
の
軍
政
に
睨
み
を
効
か
せ
、
部
部
署
に
よ
る
行
官
軍
の
檀
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管
を
抑
制
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
二
　
唐
代
の
行
営
都
監

　
戦
目
付
け
た
広
栄
が
有
事
の
征
討
軍
に
設
置
さ
れ
る
事
例
は
、
す
で
に
春
秋

時
代
に
見
い
出
さ
れ
、
監
軍
そ
れ
自
体
の
歴
史
は
甚
だ
長
い
と
い
え
る
が
、
末
代

の
行
宮
都
監
の
濫
腸
は
、
そ
の
宮
称
が
始
め
て
史
書
に
現
れ
る
唐
代
後
半
を
遡
る

こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。
唐
代
に
お
け
る
監
軍
の
事
例
は
国
初
よ
り
見
い
出

さ
れ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
玄
宗
朝
後
半
に
入
っ
て
大
き
な
質
的
変
化
を
見
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
行
宮
都
監
の
宮
称
が
出
現
す
る
の
は
玄
宗
朝
以
後
に
属

す
が
、
か
か
る
質
的
変
化
を
確
認
す
る
た
め
、
唐
前
半
に
遡
っ
て
そ
の
実
態
を
瞥

見
し
て
み
よ
う
。
上
述
の
如
く
、
唐
初
か
ら
徳
宗
期
に
か
け
て
の
監
軍
に
つ
い
て

は
、
夙
に
矢
野
氏
の
論
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
論
旨
の
展
開
上
、
一
瞥
し

た
い
。

　
　
唐
初
の
監
軍

　
　
『
通
典
』
巻
二
十
九
、
職
宿
十
一
、
監
軍
の
項
に
、

　
　
隋
未
成
以
御
史
監
軍
事
。
大
唐
亦
然
、
時
有
其
職
、
非
常
宿
也
。
開
元
二
十

　
　
年
後
、
並
以
中
宮
為
之
、
謂
之
監
軍
使
。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
隋
未
以
来
、
有
事
に
際
し
御
史
を
監
軍
に
充
当
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
、
唐
も
こ
の
制
（
仮
に
御
史
監
軍
制
と
呼
ぶ
）
に
倣
っ
た
と
い
う
。
と
こ

ろ
で
、
『
通
典
』
は
開
元
二
十
年
以
後
は
中
宮
す
な
わ
ち
宦
官
を
監
軍
に
充
て
、
こ

れ
を
監
軍
使
と
称
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
監
軍
使
の
呼
称
は
確
か
に
行
宮
監
軍
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
吟
、
む
し
ろ
藩
鎮
の
軍
隊
を
監
督
し
た
監
軍
で
品
秩
高

き
者
を
指
す
場
合
が
一
般
で
、
『
通
典
』
が
果
し
て
こ
の
点
を
弁
別
し
た
上
で
、

行
官
軍
の
監
軍
使
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。
従
っ
て
行

官
軍
の
御
史
監
軍
制
の
終
焉
を
開
元
二
十
年
と
断
ず
る
に
は
些
か
躊
躇
を
覚
え

　
と
こ
ろ
で
、
行
官
軍
に
監
軍
を
派
遣
す
る
制
度
は
、
武
后
朝
の
一
時
期
廃
止
さ

れ
た
如
く
で
あ
る
。
『
資
治
通
鑑
』
（
以
下
『
通
鑑
』
と
略
す
）
巻
二
〇
四
、
武
后
、

垂
供
三
年
十
一
月
の
条
に
、

　
　
太
后
欲
遺
草
特
撰
、
将
兵
撃
吐
蕃
。
風
聞
特
郎
草
方
言
奏
請
、
如
旧
制
還
御

　
　
史
監
軍
。
太
后
日
、
古
老
明
君
遣
将
、
閣
外
之
事
、
悉
以
委
之
。
比
聞
、
御

　
　
史
監
軍
、
軍
中
事
無
大
小
、
皆
須
承
察
。
以
下
制
上
、
非
令
典
也
。
且
何
以

　
　
責
共
有
功
。
遂
罷
之
。

と
あ
り
、
こ
の
年
、
草
特
撰
を
大
将
に
吐
蕃
征
討
軍
を
編
成
し
た
際
、
風
聞
特
郎

章
方
質
が
旧
制
通
り
御
史
を
監
軍
と
し
て
派
遣
す
る
よ
う
奏
請
し
た
と
こ
ろ
、
武

居
は
こ
れ
を
却
下
し
、
行
官
軍
の
監
軍
制
そ
の
も
の
を
廃
止
さ
せ
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
書
巻
二
〇
六
、
武
后
、
聖
暦
元
年
九
月
の
条
に
、

　
　
壬
申
、
立
腹
陵
王
哲
為
皇
太
子
、
復
名
顕
。
赦
天
下
。
甲
成
、
命
太
子
為
河

　
　
北
道
元
帥
、
以
討
突
阪
。
：
：
戊
寅
、
以
秋
仁
傑
為
河
北
進
副
元
帥
、
右
丞

　
　
木
元
爽
為
長
史
、
右
台
中
丞
崔
献
為
司
馬
、
左
台
中
丞
古
墳
為
監
軍
使
。

と
あ
っ
て
、
垂
供
三
年
の
十
一
年
後
の
聖
暦
元
年
に
、
突
餓
征
討
軍
を
編
成
し
た

際
、
武
后
は
左
台
中
丞
（
旧
御
史
中
丞
）
古
墳
を
監
軍
使
に
任
じ
た
こ
と
を
伝
え

て
い
渇
。
す
な
わ
ち
、
御
史
監
軍
に
よ
る
監
軍
制
が
復
活
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
。

　
以
上
約
す
る
に
、
武
后
朝
の
一
時
期
を
除
き
、
唐
前
半
期
は
隋
制
に
倣
っ
て
御

史
を
有
事
の
行
官
軍
の
監
軍
に
充
当
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
官
僚
の
非
違
を
検

察
す
る
と
い
う
御
史
の
職
務
の
本
質
か
ら
し
て
、
至
極
当
然
な
選
任
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　
　
宦
官
監
軍
の
登
場

　
さ
て
、
玄
宗
朝
に
入
る
と
、
内
外
の
政
治
情
勢
は
一
変
し
た
。
す
な
わ
ち
、

外
諸
民
族
に
よ
る
外
圧
の
増
大
を
背
景
に
、
辺
境
に
十
節
度
使
が
設
置
さ
れ
、

塞や
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が
て
安
史
の
乱
を
契
機
に
、
全
国
あ
ま
ね
く
藩
焼
が
布
置
さ
れ
た
。
従
来
、
有
事

の
軍
事
行
動
に
は
臨
時
に
大
腿
管
・
腿
管
な
る
軍
司
令
官
が
任
命
さ
れ
、
折
衛
府

或
は
辺
境
焼
成
の
府
兵
を
以
っ
て
行
官
軍
を
編
成
し
た
が
、
藩
焼
の
全
国
列
置
以

後
は
、
塞
外
民
族
の
侵
冦
、
国
内
反
乱
と
も
に
節
度
使
が
常
駐
の
募
兵
藩
軍
を
率

い
て
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
場
合
、
通
常
は
複
数
の
藩
焼
が
動
員

さ
れ
た
が
、
時
に
禁
軍
が
こ
れ
に
加
わ
る
場
合
、
或
は
単
独
で
行
動
す
る
場
合
も

あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
様
な
行
営
軍
の
質
的
変
化
と
軌
を
一
に
す
る
が
如
く
、
玄
宗
朝
半

ば
に
至
っ
て
、
行
官
軍
の
監
軍
も
人
選
の
上
で
変
化
が
生
じ
た
。
『
通
鑑
』
巻
二
Ｉ

七
、
玄
宗
、
天
宝
十
四
載
十
二
月
丙
成
の
条
に
。

　
　
高
仙
芝
将
飛
騎
・
彊
騎
、
及
新
募
兵
・
辺
兵
在
京
師
者
合
五
万
人
、
発
長
安
。

　
　
上
遺
宦
者
監
門
将
軍
辺
令
誠
、
監
其
軍
屯
於
侠
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
年
十
一
月
、
一
氾
陽
に
安
禄
山
が
叛
す
る
や
、
玄
宗
は
直
ち
に
栄

王
腕
を
元
帥
に
、
右
金
石
火

募
し
て
征
討
軍
を
編
成
し
た

芝
を
副
と
し
、
京
師
の
子
弟
十
五
万
を
新

史
料
に
よ
れ
ば
、
宦
官
の
辺
令
誠
を
し
て

こ
の
征
討
軍
を
監
護
せ
し
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
る
行
宮
監
軍
へ
の

宦
官
の
起
用
（
仮
に
宦
官
監
軍
制
と
呼
ぶ
）
は
、
矢
野
氏
に
よ
れ
ば
既
に
天
宝
六

賊
の
時
点
で
確
認
で
き
る
と
い
い
、
後
に
事
例
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
以
降
唐
末
に

及
ぶ
ま
で
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
玄
宗
朝
に
及
ん
で
御
史

監
軍
制
が
宦
官
監
軍
制
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
、
監
軍
の
人
選
に
か

か
る
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
先
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
要
因
は
玄
宗
の
宦
官
重
用
策
で
あ
る
。
『
通
鑑
』
二
六

三
、
昭
宗
、
天
復
三
年
正
月
の
司
馬
光
の
言
に
、

　
　
太
祖
鑑
前
世
之
弊
、
深
抑
宦
官
、
無
得
過
四
品
。
明
皇
（
玄
宗
）
始
彊
旧
章
、

　
　
是
崇
足
長
。
晩
節
令
高
力
士
省
決
章
奏
、
及
至
進
退
将
相
、
時
与
之
議
。
自

　
　
太
子
王
公
、
皆
畏
事
之
。
宦
官
自
此
熾
矣
。

と
あ
る
如
く
、
玄
宗
は
本
来
内
廷
の
管
理
を
職
務
と
し
た
宦
官
を
外
廷
政
治
に
関

与
さ
せ
た
。
宦
官
は
皇
帝
の
家
産
官
僚
的
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
行
政
の

諸
方
面
に
関
与
さ
せ
れ
ば
、
皇
帝
の
政
治
的
意
図
を
国
政
上
に
広
く
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
玄
宗
の
宦
官
重
用
は
皇
帝
権
強
化
の
方
策
で

あ
り
、
玄
宗
朝
に
始
ま
る
宦
官
監
軍
制
も
そ
の
様
な
政
策
の
一
環
と
し
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
律
令
官
制
に
規
定
さ
れ
た
職
掌
の
範
囲
で
執
務
す

る
御
史
に
比
べ
、
皇
帝
個
人
と
私
的
親
密
関
係
で
結
ば
れ
た
宦
官
が
、
皇
帝
に
と

っ
て
は
る
か
に
有
用
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
出
征
先
で
の
遠

心
化
か
懸
念
さ
れ
る
行
官
軍
の
目
付
け
の
職
に
は
最
も
相
応
し
い
人
材
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
次
に
考
え
ら
れ
る
要
因
は
行
官
軍
の
質
的
変
化
で
あ
る
。
上
述
の
如
く
、

藩
鋼
が
辺
境
、
次
い
で
内
地
に
も
布
置
さ
れ
る
と
、
有
事
の
軍
事
行
動
に
は
藩
鋼

が
動
員
さ
れ
、
行
官
軍
は
複
数
の
藩
軍
に
よ
る
混
成
軍
団
と
な
り
、
時
に
こ
れ
に

禁
軍
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
上
掲
史
料
の
高
仙
芝
率
い
る
安
縁
由

征
討
軍
は
、
飛
騎
・
礦
騎
・
新
募
兵
等
の
禁
軍
と
、
恐
ら
く
高
仙
芝
の
元
従
牙
軍

と
推
測
さ
れ
る
辺
兵
の
混
成
軍
団
で
あ
り
、
潜
宗
が
乾
元
二
年
九
月
に
洛
陽
の
安

廃
絶
を
討
つ
べ
く
編
成
し
た
征
討
軍
は
、
朔
方
・
鹿
西
・
興
平
・
滑
辰
・
鎮
西
北

庭
・
鄭
蔡
・
河
南
・
平
盧
・
河
東
・
渾
旅
の
十
軍
よ
り
な
る
大
混
成
軍
団
で
あ
っ

た
。
唐
後
半
期
の
歴
史
展
開
に
お
い
て
、
か
か
る
事
例
は
枚
挙
に
途
が
な
い
。
こ

の
様
に
玄
宗
朝
以
降
の
行
官
軍
は
、
時
に
禁
軍
を
含
む
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
多
く

の
場
合
、
相
互
に
統
属
関
係
が
な
く
、
本
質
的
に
出
境
遠
征
に
消
極
的
な
藩
鎮
牙

軍
を
主
力
と
し
て
い
た
。
こ
の
為
、
行
官
軍
に
元
帥
或
は
都
招
討
使
等
の
総
司
令

官
を
任
じ
て
も
、
全
軍
の
二
死
的
統
率
と
征
討
の
完
遂
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
時
に
は
同
格
の
藩
帥
を
糾
合
す
る
た
め
、
主
帥
を
設
け
ぬ
場
合
も
あ
り
、

上
記
の
安
座
結
征
討
軍
が
安
陽
に
潰
乱
し
た
如
く
、
号
令
不
一
の
欠
点
を
曝
し

て
、
反
乱
勢
力
に
大
敗
を
喫
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
政
府
は
行
営
軍
の
全
一

行
動
を
期
す
た
め
、
主
帥
の
選
任
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
主
帥
の
軍
政
を
含
め
て

行
営
軍
の
動
向
を
常
に
監
視
し
、
構
成
各
軍
の
放
縦
な
行
動
を
規
制
し
て
、
皇
帝

乃
至
は
政
府
の
意
向
を
全
軍
に
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
に
最
も
意
を
払
っ
た
。
朝
廷
の

官
僚
の
中
で
、
か
か
る
任
務
を
委
嘱
す
る
に
最
も
適
し
た
人
材
が
宦
官
で
あ
る
こ
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と
は
、
誰
の
目
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
上
記
の
安
廃
絶
征
討
軍
が
編
成
さ
れ
た
時
、
扉
宗
は
朔
方
節
度
使
卵
子
儀
と
河

東
節
度
使
李
光
弼
が
「
皆
元
勲
に
し
て
相
続
属
し
難
し
」
と
し
て
、
元
謳
を
置
か

ず
、
宦
官
の
開
府
儀
同
三
司
魚
朝
恩
を
観
軍
容
宣
慰
処
置
使
に
任
じ
た
が
、
多
藩

混
成
征
討
軍
の
統
制
の
困
難
さ
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
宦
官
を
以
っ
て
軍
容
を
監

督
さ
せ
る
と
い
う
政
府
の
対
処
方
針
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、

玄
宗
朝
以
降
、
行
官
軍
が
多
藩
混
成
軍
団
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
こ
と
を
背
景
と

し
、
こ
れ
の
統
制
上
の
要
請
か
ら
宦
官
監
軍
制
が
採
ら
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

行
営
都
監
の
出
現

　
前
掲
『
通
鑑
』
の
申
で
「
宦
官
の
禍
は
徳
宗
に
或
る
」
と
司
馬
光
が
指
摘
す
る

が
如
く
、
徳
宗
は
宦
官
に
禁
軍
の
統
轄
権
を
委
ね
、
そ
の
権
力
基
盤
を
確
立
せ
し

め
た
。
こ
れ
を
機
に
、
や
が
て
宦
官
は
檀
に
天
子
を
擁
立
し
、
「
定
策
国
老
」
を
自

称
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
徳
宗
朝
に
入
る
と
、
か
か
る
宦
官
重
用
の
趨
勢
と
藩

鎖
敗
報
の
風
潮
の
申
で
、
宦
官
監
軍
が
従
軍
し
た
不
逞
藩
鎖
征
討
軍
の
事
例
が

徐
々
で
は
あ
る
が
検
出
さ
れ
て
く
る
。
既
に
矢
野
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
『
通
鑑
』

巻
二
三
五
、
徳
宗
、
貞
元
十
六
年
四
月
丁
亥
の
条
に
、

　
　
韓
全
義
幸
無
垢
略
、
専
以
巧
佐
賀
賂
結
宦
官
、
得
為
大
師
、
毎
議
軍
事
、
宦

　
　
営
為
監
軍
着
、
数
十
人
坐
帳
申
、
争
論
紛
然
、
莫
能
渋
面
罷
。

と
あ
っ
て
、
同
年
二
月
に
蔡
州
節
度
使
呉
少
誠
を
征
討
す
る
た
め
、
夏
桜
節
度
使

韓
全
義
を
蔡
州
四
面
行
宮
招
討
使
に
任
じ
、
十
七
道
の
兵
を
率
い
ら
せ
た
が
、
こ

の
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
行
官
軍
に
数
十
人
の
宦
官
監
軍
が
遣
わ
さ
れ
、
軍
議
に

与
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
ま
た
、
同
書
巻
二
四
八
、
武
宗
、
会
昌
四

年
八
月
戊
申
の
条
に
は
、

　
　
初
李
徳
裕
以
韓
全
義
以
来
、
将
帥
出
征
屡
敗
。
共
弊
有
三
、
：
：
二
者
、
監

　
　
軍
各
以
意
見
指
揮
軍
事
、
将
帥
不
専
進
退
。
三
者
、
毎
軍
含
有
宦
着
為
監
使
、

　
　
悉
選
軍
申
装
場
数
百
為
牙
隊
。
共
在
陣
戦
闘
着
、
皆
怯
弱
之
士
。
毎
戦
監
使

　
　
自
有
信
旗
、
乗
高
立
馬
、
以
牙
隊
自
衛
。
視
軍
勢
小
却
、
㈱
引
旗
先
走
、
陣

　
　
従
而
潰
。
徳
裕
乃
与
枢
密
使
場
欽
義
・
劉
行
深
議
、
約
軟
監
軍
不
得
預
軍
政
。

　
　
毎
兵
千
人
、
聴
監
使
取
十
人
自
衛
、
有
功
隨
例
言
賞
。
二
枢
密
皆
以
為
然
、

　
　
白
上
行
之
。
自
禦
回
勅
、
至
浮
洲
罷
兵
、
皆
守
此
制
。

と
あ
っ
て
、
武
宗
朝
の
李
徳
裕
が
韓
全
義
以
来
の
不
逞
藩
鎮
征
討
の
失
敗
要
因
を

論
じ
る
中
で
、
監
軍
の
軍
政
関
与
と
監
使
の
恣
意
行
為
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
徳

宗
朝
こ
の
方
、
監
軍
が
主
帥
の
統
帥
権
を
侵
し
、
独
自
の
判
断
で
軍
事
を
指
揮
し

て
い
た
こ
と
、
ま
た
軍
ご
と
に
宦
官
の
監
使
な
る
も
の
が
存
在
し
、
戦
場
で
指
揮

を
執
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
先
の
蔡
州
行
宮
下
の
数
十
人
の
監
軍
と

は
、
或
は
こ
の
様
な
監
使
を
含
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ

ら
の
史
料
か
ら
、
徳
宗
朝
以
降
に
お
け
る
宦
官
監
軍
の
派
遣
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
が
行
官
軍
司
令
官
と
対
等
な
立
場
で
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
指
揮
命
令

系
続
か
ら
独
立
し
て
、
行
宮
軍
政
に
著
し
く
干
渉
し
て
い
る
様
を
窺
う
こ
と
が
で

　
さ
て
、
宦
官
監
軍
の
行
官
軍
派
遣
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
常
制
化
し
て
く
る
と
、

や
が
て
そ
れ
は
固
有
の
官
称
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
が
「
行
宮
部
監
」
乃
至
は
「
部
監
」
な
る
官
称
で
あ
り
、
筆
者
は
、
そ
の
名

称
と
職
務
の
実
態
か
ら
判
断
し
て
、
末
代
の
行
宮
都
監
の
直
接
的
起
源
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。
行
宮
部
監
が
宦
官
を
任
ず
る
職
で
あ
っ
た
こ
と
も
与
っ
て
か
、

そ
の
初
置
を
明
確
に
伝
え
る
史
料
は
管
見
の
限
り
見
い
出
せ
な
い
。
来
・
高
承
の

　
『
事
物
紀
原
』
（
巻
六
、
節
鍼
帥
曹
部
、
部
監
）
は
、

　
　
唐
告
白
居
易
伝
日
、
王
承
宗
叛
、
帝
詔
吐
突
承
濯
、
率
師
出
討
。
居
易
諌
日
、

　
　
唐
家
制
度
、
毎
征
伐
、
専
委
将
率
。
比
年
、
始
以
中
人
為
部
監
。
韓
全
義
討

　
　
鹿
西
、
賢
良
国
監
之
、
高
崇
文
討
蜀
、
劉
正
光
監
之
。
此
疑
其
初
犯
。

と
述
べ
、
『
唐
告
』
（
巻
一
一
九
）
の
白
居
易
伝
を
引
い
て
、
徳
宗
貞
元
十
六
年
に

鹿
西
の
呉
少
誠
征
討
軍
を
監
し
た
賢
良
国
、
西
川
の
劉
関
征
討
軍
を
監
し
た
劉
貞

光
を
部
監
の
場
矢
と
推
測
し
て
い
毎
筆
者
の
検
索
の
限
り
に
お
い
て
は
ヽ
部
監

の
宦
称
の
始
見
は
徳
宗
の
貞
元
三
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
通
鑑
』
巻
二
三
二
、
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徳
宗
、
貞
元
三
年
五
月
の
条
に
、

　
　
甲
申
、
（
河
中
総
州
節
度
使
・
朔
方
行
宮
元
帥
）
渾
城
自
城
陽
入
朝
、
以
為
清

　
　
水
会
盟
使
。
戊
子
、
以
兵
部
尚
書
崔
漢
衡
為
副
使
、
司
封
員
外
郎
鄭
叔
矩
為

　
　
判
官
、
特
進
宋
奉
朝
為
都
監
。
己
丑
、
城
将
二
万
余
人
、
赴
盟
所
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
年
、
吐
蕃
に
よ
る
講
和
の
要
請
を
受
け
入
れ
、
河
中
節
度
使
渾

域
を
会
盟
使
と
し
、
二
万
余
人
を
率
い
て
遣
わ
す
に
当
り
、
特
進
宋
奉
朝
を
都
監

に
任
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
宋
奉
朝
は
胡
註
に
「
宦
者
也
」
と
あ
り
、
こ
の

都
監
が
渾
城
率
い
る
行
官
軍
の
宦
官
監
軍
で
あ
る
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
の
初
置
の
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
徳
宗
貞
元
初
期
に
は
官
称

が
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
こ
で
、
都
監
な
る
名
称
の
由
来
を
考
え
て
み
た
い
。
『
旧
唐
書
』
巻
一
四
五
、

呉
少
誠
伝
に
、

　
　
　
（
貞
元
十
五
年
九
月
）
尋
下
詔
、
削
奪
（
呉
）
少
誠
官
爵
、
分
遣
十
六
道
兵

　
　
馬
進
討
。
：
：
明
年
正
月
、
夏
州
節
度
使
韓
全
義
為
淮
蔡
招
討
処
置
使
。
北

　
　
路
行
宮
諸
車
将
士
、
並
取
全
義
指
揮
。
：
：
七
月
、
全
義
頓
軍
於
五
楼
。
行

　
　
営
為
賊
所
乗
、
大
潰
。
全
義
与
都
監
軍
使
賢
秀
英
・
賢
国
良
等
夜
這
、
遂
城

　
　
守
撒
水
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
も
触
れ
た
徳
宗
朝
の
淮
西
（
蔡
州
）
呉
少
誠
の
征
討
に
関

す
る
史
料
で
あ
る
が
、
賢
秀
英
・
賢
良
国
を
「
都
監
軍
使
」
と
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
『
唐
大
詔
令
集
』
巻
コ
ー
四
、
政
事
、
「
平
劉
闘
詔
」
に
、

　
　
其
収
復
成
都
諸
大
将
、
並
檎
獲
劉
閥
将
軍
等
、
委
崇
文
与
都
監
軍
使
俳
文
珍
、

　
　
條
流
等
第
間
奏
。
：
：
投
降
将
士
、
亦
委
崇
文
・
文
珍
、
條
流
間
奏
。

と
あ
っ
て
、
同
じ
く
徳
宗
朝
の
西
川
劉
闘
の
征
討
に
お
い
て
、
「
都
監
軍
使
」
俳
文

珍
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
都
監
軍
使
な
る
も
の
は
、
軍
司
令
官
と
の
関
係
か
ら
し

て
、
行
宮
全
軍
を
監
督
す
る
監
軍
で
あ
る
こ
と
は

て
、
こ
の
呼
称
は
監
軍
使
の
中
の
「
都
」
す
な
わ

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し

た
る
も
の
」
を
意
昧
す

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
先
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
呉
少
誠
征
討
の
韓

全
義
率
い
る
十
七
道
の
行
官
軍
に
は
、
数
十
人
の
監
軍
が
従
軍
し
て
い
た
と
い
い
、

表２　唐後半期の都監・監軍の事例

※『冊府』は『冊府元亀』
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ま
た
李
徳
裕
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
行
官
軍
の
各
軍
単
位
に
監
使
な
る
も
の
が
張
り

付
け
ら
れ
て
い
た
如
く
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
、
各
藩
鎮
に
遣
わ
さ
れ
た

監
軍
も
藩
軍
を
監
護
し
て
行
官
軍
に
随
伴
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
か
‰

多
藩
混
成
軍
団
で
あ
る
行
官
軍
に
は
甚
だ
多
く
の
監
軍
乃
至
は
こ
れ
に
類
似
し
た

機
能
を
果
た
す
宦
官
が
従
軍
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
す
れ
ば
、
都
監
軍
使
の

呼
称
は
、
行
宮
軍
政
や
そ
の
統
帥
に
関
与
し
、
皇
帝
乃
至
は
政
府
の
意
志
を
行
官

軍
に
反
映
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
筆
頭
監
軍
に
対
し
、
こ
れ
ら
雑
多
な
監
軍
と
一
線
を

画
さ
し
む
る
べ
く
用
い
た
呼
称
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
前
掲
自
活
易

伝
に
よ
れ
ば
、
鹿
西
征
討
の
都
監
軍
使
で
あ
っ
た
賢
良
国
が
都
監
と
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
都
監
な
る
呼
称
は
こ
の
都
監
軍
使
を
指
し
、
こ
れ
を
約
し
た
呼
称

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
都
監
の
事
例
は
徳
宗
以
降
も
引
続
き
見
い
出
さ
れ
、
特
に
唐
末
の
混
乱
期
に
は

頻
繁
に
検
出
さ
れ
る
。
管
見
の
限
り
の
事
例
を
整
理
し
た
の
が
前
真
の
表
２
で
あ

る
。
時
代
が
降
る
に
従
い
、
都
監
の
呼
称
は
行
宮
監
軍
の
正
式
な
官
称
と
し
て
徐
々

に
定
着
し
て
行
く
が
、
史
料
に
よ
っ
て
は
都
監
の
官
称
を
記
さ
ず
、
「
監
軍
」
・
「
監

軍
使
」
域
は
「
某
軍
を
監
す
」
と
表
現
す
る
場
合
も
あ
俗
従
っ
て
ヽ
表
に
は
都

監
の
肩
書
は
な
い
が
行
官
軍
を
監
督
し
た
と
判
断
さ
れ
る
事
例
も
併
せ
収
録
す
る

こ
と
に
し
た
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
先
述
の
監
使
と
同
じ
職
務
か
と
思
わ
れ
る

　
「
監
陳
」
・
「
監
陣
」
の
事
例
も
掲
載
し
た
。

　
　
唐
末
の
宦
官
夷
殺
事
件

　
表
２
に
見
る
如
く
、
宦
官
の
行
宮
部
監
は
唐
後
半
期
を
通
じ
て
一
貫
し
て
設
け

ら
れ
た
が
、
唐
末
に
及
ん
で
思
わ
ぬ
展
開
を
迎
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
通
鑑
』
啓
二

六
三
、
昭
宗
、
天
復
三
年
春
正
月
庚
午
の
条
に
、

　
　
　
（
朱
）
全
店
・
崔
服
同
対
、
服
毒
、
：
：
清
恵
罷
諸
司
使
、
其
事
務
尽
帰
之

　
　
省
寺
。
諸
道
監
軍
、
倶
召
週
間
下
。
上
従
之
。
是
日
全
店
以
兵
駆
宦
官
第
五

　
　
可
範
等
数
百
人
於
内
侍
省
、
尽
殺
。
冤
号
之
声
、
徹
於
内
外
。
其
出
使
外
方

　
　
者
、
詔
所
在
収
捕
洙
之
。
止
留
黄
衣
幼
弱
者
三
十
人
、
以
備
洒
掃
。
：
：
自

　
　
是
宣
伝
詔
命
、
皆
令
宮
人
出
入
。
其
両
軍
内
外
ハ
鎮
兵
、
悉
属
六
軍
、
以
崔

　
　
胤
兼
判
六
軍
十
二
衛
。

と
あ
る
が
如
く
、
密
か
に
僣
位
の
野
望
を
抱
く
宮
武
軍
節
度
使
朱
全
忠
は
、
簒
奪

の
事
前
工
作
と
し
て
、
宦
官
に
よ
っ
て
侵
奪
さ
れ
た
行
政
権
を
台
省
に
回
収
せ
ん

と
予
ね
て
目
論
で
い
た
宰
相
崔
胤
と
共
に
、
内
諸
司
及
び
諸
道
の
監
軍
使
の
廃
止

を
奏
請
し
、
勅
許
を
得
る
や
、
内
廷
清
掃
員
三
十
人
を
残
し
て
内
外
の
宦
官
を
悉

く
洙
殺
し
か
。
そ
し
て
、
宦
官
の
権
力
基
盤
で
あ
っ
た
神
策
軍
は
六
軍
に
編
入
さ

れ
て
崔
胤
の
掌
握
に
帰
し
、
内
諸
司
使
も
そ
の
業
務
を
中
書
省
・
九
寺
に
返
還
し

た
。
か
く
て
、
地
方
藩
鎮
に
秘
匿
さ
れ
た
ご
く
一

は
消
滅
し
、
そ
の
歴
史
も
こ
こ
に
弊
え
た
の
で
あ

を
除
き
、
唐
朝
の
宦
官

が
て
、
唐
朝
そ
の
も
の

も
朱
全
忠
に
滅
ぼ
さ
れ
、
後
梁
の
建
国
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
、
唐
後
半
期
の
行
宮
監
軍
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
要
約
す
る
と
以
下
の

如
く
で
あ
る
。
宦
官
監
軍
は
玄
宗
朝
に
出
現
し
、
徳
宗
朝
に
至
っ
て
行
宮
部
監
と

称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
宋
朝
の
行
宮
都
監
の
制
度
的
淵
源
と
考
え

ら
れ
る
。
行
宮
部
監
は
行
官
軍
司
令
官
の
指
揮
命
令
系
続
か
ら
独
立
し
、
皇
帝
の

意
志
を
行
宮
軍
政
に
忠
実
に
反
映
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
た
。
皇
帝
権
の
強
化
が

は
か
ら
れ
た
唐
後
半
期
を
通
じ
、
宦
官
の
行
宮
都
監
は
そ
の
様
な
役
割
の
一
端
を

担
っ
て
馳
駆
し
た
が
、
唐
宋
に
至
り
、
朱
全
忠
に
よ
る
宦
官
夷
殺
に
よ
っ
て
そ
の

活
動
を
停
止
し
た
。

お
わ

り

に

　
小
論
の
目
的
は
、
宋
朝
の
行
宮
都
監
の
淵
源
を
唐
代
に
尋
ね
る
こ
と
で
あ
り
、

考
察
の
結
果
、
徳
宗
朝
に
そ
の
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
唐
朝
に
お
い
て

こ
の
都
監
に
任
じ
た
宦
官
は
唐
宋
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
都
監
な
る
官
職
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
五
代

に
至
っ
て
都
監
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
五
代
の
都
監
に
つ
い
て
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は
、
追
っ
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
以
下
に
太
ま
か
な
展
望
を
述
べ
て
お
き

た
い
。

　
後
架
の
太
祖
朱
全
言
が
唐
朝
を
簒
奪
す
る
過
程
で
、
従
来
の
皇
帝
権
力
の
維

持
・
発
展
に
与
っ
た
側
近
組
織
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
来
金
言

は
宦
官
を
洙
殺
し
た
後
、
自
己
の
腹
心
を
内
廷
諸
使
に
充
て
る
と
と
も
に
、
都
下

の
警
察
長
官
や
宿
衛
続
兵
官
に
任
じ
た
。
か
く
て
、
唐
皇
帝
の
権
力
を
支
え
た
枢

密
使
や
官
徽
院
使
以
下
の
内
諸
判
読
及
び
禁
軍
続
軍
等
の
要
職
は
、
官
武
軍
節
度

使
来
全
言
の
幕
下
の
側
近
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
唐
来

の
権
力
闘
争
の
過
程
で
、
皇
帝
の
側
近
組
織
の
成
員
が
、
皇
帝
の
家
僕
と
も
い
う

べ
き
宦
官
か
ら
、
来
全
言
幕
下
の
腹
心
士
人
に
転
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

か
か
る
体
制
は
そ
の
ま
ま
後
梁
政
権
に
引
き
継
が
れ
、
次
い
で
朱
金
言
同
様
に
藩

鎮
を
基
盤
に
政
権
を
獲
得
し
た
五
代
の
諸
皇
帝
に
よ
っ
て
、
原
則
的
に
継
承
さ
れ

た
。
　
唐
末
五
代
の
か
か
る
趨
勢
の
中
で
、
五
代
の
行
官
軍
の
都
監
に
は
再
び
士
人
が

起
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
唐
初
の
御
史
監
軍
制
の
復
活
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
監
起
用
者
の
属
性
か
ら
し
て
、
唐
後
半
期
の
宦
官
監

軍
制
の
路
線
上
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
詳
細
は
続
稿
に
譲
り
た
い
。

　
　
註

田
　
『
文
似
通
考
』
（
巻
一
五
二
、
兵
四
、
兵
制
、
宋
真
宗
・
景
徳
二
年
の
条
）
所
引
の
『
両
朝

　
国
史
』
。

個
　
『
長
編
』
巻
十
八
、
太
宗
・
水
平
興
国
二
年
八
月
戊
辰
の
条
に
、

　
　
　
上
納
（
右
拾
遺
、
李
）
漸
言
ブ
詔
那
寧
淫
原
郵
坊
延
丹
侠
彼
襄
均
房
復
郵
唐
涜
膜
宋
毫

　
　
　
郷
済
洽
徳
曹
単
青
錨
完
訳
目
ハ
翼
滑
衛
鎖
深
趙
定
新
等
州
、
並
直
属
。
天
下
節
鎖
、
無
復

　
　
　
領
支
郡
者
矣
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
料
中
の
括
弧
は
筆
者
、
以
下
同
様
）

　
と
あ
っ
て
、
征
服
に
よ
っ
て
既
に
京
師
に
直
属
せ
し
め
て
い
る
旧
列
国
の
諸
州
以
外
の
州

　
を
、
こ
こ
に
至
っ
て
直
属
な
ら
し
め
、
か
く
て
支
郡
は
消
滅
し
、
藩
鎮
は
節
度
使
・
観
察
使

　
等
の
肩
書
を
空
し
く
留
め
る
の
み
と
な
っ
た
。

闘
　
『
日
野
開
三
郎
東
洋
史
学
論
集
』
第
二
巻
五
代
史
の
基
調
、
第
一
部
第
二
章
の
三
（
兵
制
）
。

圃
　
『
文
献
通
考
』
（
巻
五
九
、
戦
宜
十
三
、
部
総
管
の
項
）
が
引
く
『
戦
略
』
に
よ
る
と
、
宋

　
初
の
「
部
署
」
は
、
後
に
廟
誹
を
避
け
て
「
総
管
」
と
改
め
ら
れ
た
と
い
う
が
、
英
宗
の
誹

　
が
曙
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
避
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈲
　
『
文
献
題
考
』
巻
コ
ー
五
、
兵
四
、
兵
制
、
宋
太
祖
・
建
隆
元
年
八
月
の
条
。

㈲
　
『
宋
史
』
巻
一
九
六
、
兵
十
、
屯
戌
之
制
の
項
に
「
若
悍
禦
辺
寇
、
即
総
管
鈴
轄
共
議
、

　
州
長
吏
等
母
預
事
」
と
あ
り
、
同
書
巻
一
六
七
、
機
宜
七
、
路
分
部
監
の
項
に
、
「
掌
本
路
禁

　
旅
屯
戌
辺
防
訓
練
之
政
令
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
項
に
「
資
浅
者
為
監
押
」
と
あ
る
如
く
、

　
部
監
と
監
押
は
職
掌
は
同
じ
で
、
任
用
者
の
資
序
の
高
下
を
以
っ
て
区
別
し
た
。

閉
　
『
宋
史
』
巻
二
五
八
、
替
彬
伝
に

　
　
　
替
彬
：
：
隷
（
後
周
）
世
宗
帳
下
、
従
鎮
壇
州
。
補
供
奉
宜
、
擢
河
中
部
監
。
蒲
帥
王

　
　
　
仁
鎬
、
以
彬
帝
戚
尤
加
礼
遇
、
：
：
仁
鎬
謂
従
事
日
、
老
夫
白
眉
夙
夜
匪
憚
、
及
見
監

　
　
　
軍
衿
厳
、
始
覚
己
之
散
率
也
。
：
：
出
為
替
州
兵
馬
部
監
。
一
目
与
主
帥
、
蜃
賓
従
環

　
　
　
坐
於
野
会
。
鄭
遵
守
将
走
憤
、
馳
書
来
詣
。
使
者
素
不
識
彬
、
借
問
人
口
、
執
為
替
監

　
　
　
軍
。
有
指
彬
以
示
之
。
：
：
建
隆
二
年
白
平
陽
召
帰
。

　
と
あ
っ
て
、
五
代
末
の
例
で
あ
る
が
、
後
周
の
河
中
郡
監
・
替
州
部
監
で
あ
っ
た
替
彬
を
監

　
軍
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
宋
史
』
（
巻
二
七
三
）
の
李
謙
溥
伝
に
よ
る
と
、
同
様
に
後
周

　
の
時
、
謙
溥
が
替
州
兵
馬
部
監
の
戦
に
在
っ
て
監
軍
と
称
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
監
軍
の
「
監
」
の
同
義
語
に
「
護
」
或
は
「
監
護
」
な
る
語
が
あ
り
、
「
監
軍
」

　
と
同
じ
く
「
護
軍
」
と
称
す
と
、
軍
隊
を
監
領
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
（
職
名
と
し
て
熟
し

　
た
も
の
も
あ
る
）
。
そ
こ
で
次
に
、
都
監
を
指
し
て
護
軍
と
称
し
た
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
『
宋

　
史
』
（
巻
二
五
九
）
郭
守
文
伝
に
よ
る
と
、
太
宗
朝
に
守
文
が
壮
漢
征
討
に
従
軍
し
た
時
の
職

　
務
を
、
「
分
護
行
宮
馬
歩
軍
」
及
び
「
護
定
州
屯
兵
」
と
記
し
て
い
る
が
、
王
両
個
の
撰
し
か

　
守
文
の
墓
誌
銘
（
『
小
畜
集
』
二
十
八
）
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
「
河
東
行
宮
馬
軍
部
監
」
及

　
び
「
定
州
駐
泊
兵
馬
部
監
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
宋
史
』
（
巻
二
五
七
）
李
處
耘
伝

　
に
よ
れ
ば
、
李
處
耘
は
太
祖
朝
の
刑
南
・
湘
南
征
服
戦
役
に
行
宮
部
監
と
し
て
従
軍
し
た
が
、

　
こ
れ
を
「
刑
湘
之
役
、
處
耘
以
近
臣
、
護
軍
」
と
記
し
て
い
る
。
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㈲
　
拙
稿
「
唐
末
時
代
の
宣
徽
院
使
に
つ
い
て
Ｉ
主
に
五
代
の
宣
徽
院
使
の
活
動
に
注
目
し
て

　
ー
」
（
『
北
大
史
学
』
一
八
、
▽
几
七
八
）
、
「
唐
・
五
代
三
班
使
臣
考
」
（
『
末
代
の
社
会
と
文

　
化
≒
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
』
、
「
北
末
三
班
使
臣
考
」
（
「
別
府
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
」
七
、

　
一
九
八
八
）
。

囲
　
渡
遜
　
久
「
北
米
時
代
の
部
監
」
（
『
東
洋
史
苑
』
四
四
、
一
九
九
四
）
。
末
代
の
部
監
の

　
制
度
的
変
遷
に
つ
い
て
、
渡
漫
氏
の
ご
高
論
よ
り
多
分
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

�
　
渡
漫
氏
は
部
監
を
二
九
的
に
捉
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
後
述
の
如
く
、

　
部
監
を
臨
時
の
行
宮
部
監
と
恒
常
的
な
屯
駐
部
隊
の
部
監
と
に
弁
別
し
て
考
察
す
べ
き
で

　
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
後
者
の
う
ち
府
州
以
下
に
広
範
に
設
け
ら
れ
た
部
監
に
つ
い
て

　
は
、
五
代
に
お
け
る
禁
軍
の
州
県
へ
の
屯
駐
と
藩
鎮
支
郡
の
中
央
直
属
化
の
展
開
を
踏
ま
え

　
な
が
ら
、
唐
以
来
の
藩
鎮
監
軍
制
の
展
開
の
Ｌ
で
、
そ
の
出
現
の
過
程
を
考
察
す
る
必
要
が

　
あ
る
よ
う
に
考
え
る
。
唐
代
に
行
官
軍
の
監
軍
を
指
し
た
部
監
の
官
称
が
、
五
代
に
は
藩
鎮

　
の
監
軍
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
恐
ら
く
は
、
禁
軍
の
国
内
各
地
へ
の
派

　
遣
・
駐
屯
に
伴
っ
て
、
そ
れ
が
軍
事
行
動
な
る
が
教
、
反
乱
の
征
討
等
と
同
様
に
部
監
が
派

　
遣
さ
れ
、
現
地
で
こ
れ
の
監
督
に
任
じ
、
や
が
て
屯
駐
車
の
軍
事
力
を
背
景
に
駐
屯
他
の
藩

　
鎖
牙
軍
を
も
監
督
管
轄
下
に
い
れ
、
従
来
の
監
軍
の
役
割
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で

　
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
以
ヒ
の
如
き
仮
説
の
も
と
に
、
末
代
部
監
の
淵
源
を
検
証
し
て
み

　
た
い
。

㈲
　
矢
野
主
税
「
唐
代
監
軍
使
制
の
確
立
に
つ
い
て
」
（
『
西
日
本
史
学
』
一
四
、
Ｔ
几
五
三

㈲
　
太
祖
・
太
宗
朝
の
事
例
は
多
数
に
上
る
の
で
、
代
表
的
な
軍
事
行
動
と
し
て
列
国
平
定
戦

　
役
に
関
す
る
も
の
を
表
示
し
た
。

�
　
こ
の
史
料
は
部
監
の
職
務
実
態
を
窺
う
好
個
の
記
事
で
あ
り
、
筆
者
も
か
つ
て
引
用
し
分

　
析
を
加
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
註
㈲
「
唐
木
時
代
の
宣
微
院
使
に
つ
い
て
」
）
、
渡
遜
氏
も

　
引
用
し
、
部
監
の
職
権
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

㈲
　
『
長
編
』
巻
四
、
太
祖
、
乾
徳
元
年
正
月
庚
申
の
条
に
、
「
以
山
南
東
道
節
度
使
兼
侍
中
慕

　
容
延
則
為
湖
南
道
行
宮
部
部
署
、
枢
密
副
使
李
吉
松
為
部
監
」
と
あ
っ
て
、
史
料
中
「
護
軍
」

　
と
あ
る
が
、
註
閉
で
も
指
摘
し
た
如
く
、
正
式
な
肩
書
は
行
宮
部
監
で
あ
る
。

旧
　
『
通
典
』
巻
二
九
、
職
官
、
武
官
下
、
監
軍
の
項
に
、

　
　
　
絹
代
斉
景
公
、
使
椎
茸
将
兵
悍
燕
廿
之
師
。
椎
茸
願
得
君
之
寵
臣
以
監
軍
。
公
使
荘
背

　
　
　
往
。
貿
不
時
至
、
首
斬
之
。
是
非
始
祖
。

　
と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
春
秋
時
代
に
斉
の
景
公
が
司
馬
穣
菰
の
要
請
で
設
け
た
こ
と

　
を
濫
嘔
と
す
る
と
し
て
い
る
。

㈲
　
『
通
鑑
』
巻
二
二
Ｉ
、
誰
宗
、
乾
元
元
年
十
一
月
壬
辰
の
条
、
監
軍
使
の
胡
註
に
「
唐
、

　
中
人
出
監
方
鎮
軍
、
品
秩
高
貴
為
監
軍
使
、
非
下
為
監
軍
。
」
と
あ
る
。

㈲
　
『
文
献
通
考
』
五
三
、
職
官
七
、
御
史
台
の
項
に

　
　
　
武
太
后
時
、
改
御
史
台
為
粛
政
台
。
凡
置
左
右
粛
政
二
台
、
別
置
大
夫
・
中
丞
各
一
人
、

　
　
　
侍
御
史
・
殿
中
・
監
察
各
二
十
人
。

　
と
あ
る
が
如
く
、
武
后
朝
に
御
史
台
を
粛
政
台
と
改
め
た
。
官
員
は
左
右
各
台
に
旧
名
通
り

　
の
大
夫
・
中
丞
の
ほ
か
、
侍
御
史
・
殿
中
侍
御
史
・
監
察
御
史
が
置
か
れ
た
と
い
う
。

㈲
　
矢
野
氏
に
よ
れ
ば
、
御
史
監
軍
が
廃
止
さ
れ
た
垂
排
三
年
の
翌
四
年
に
は
、
既
に
こ
れ
が

　
復
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

�
　
『
通
鑑
』
啓
二
Ｉ
七
、
玄
宗
、
天
宝
十
四
載
十
一
月
丁
丑
の
条
、

　
　
　
以
栄
王
腕
為
元
帥
、
右
金
谷
大
将
軍
高
仙
芝
副
之
、
統
諸
軍
東
征
。
出
内
府
銭
帛
於
京

　
　
　
師
、
募
兵
十
一
万
、
号
日
天
武
軍
。
句
日
面
集
、
皆
市
井
子
弟
。

�
　
『
通
鑑
』
巻
二
Ｉ
六
、
玄
宗
、
天
宝
十
載
正
月
の
条
に
、

　
　
　
安
西
節
度
使
高
仙
芝
人
朝
。
：
：
尋
以
仙
芝
為
河
西
節
度
使
、
代
安
慰
順
。
思
順
調
群

　
　
　
胡
割
耳
燃
面
詰
留
己
。
制
復
留
思
順
於
河
西
。

　
と
あ
っ
て
、
高
知
芝
は
天
宝
十
載
に
入
朝
し
、
一
旦
は
河
西
節
度
使
を
拝
命
し
た
も
の
の
、

　
安
思
順
の
河
西
留
任
に
よ
り
取
り
止
め
と
な
り
、
以
後
は
京
師
に
在
留
し
て
い
た
と
考
え
ら

　
れ
る
。
従
っ
て
、
彼
の
河
西
節
度
使
以
来
の
元
従
牙
軍
も
京
師
に
駐
留
し
、
首
都
防
衛
に
任

　
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

卸
　
代
表
的
な
例
を
二
、
三
挙
げ
る
と
、
代
宗
の
太
暦
十
年
四
月
に
魏
博
の
田
承
嗣
を
征
討
し

　
た
際
、
河
東
・
幽
州
・
詣
青
・
淮
西
・
水
平
・
注
宋
・
河
陽
・
潭
高
等
道
の
兵
が
動
員
さ
れ

　
た
（
『
通
鑑
』
巻
二
二
三
）
。
ま
た
、
憲
宗
の
元
和
四
年
十
月
に
威
徳
の
王
承
宗
を
征
討
し
た

　
際
は
、
神
策
禁
軍
と
河
中
・
河
陽
・
浙
西
こ
日
一
款
等
道
の
兵
が
動
員
さ
れ
（
「
通
鑑
」
啓
二
三

　
八
）
、
翌
十
一
年
正
月
に
は
こ
れ
に
河
東
・
幽
州
・
義
武
・
横
面
・
魏
博
・
昭
義
の
藩
兵
が
加

　
わ
っ
た
（
『
通
鑑
』
二
三
九
）
。
ま
た
、
穆
宗
の
長
座
元
年
八
月
に
幽
・
鎖
州
の
反
乱
を
征
討

　
し
た
際
に
は
、
譚
高
・
河
東
・
魏
博
・
横
海
・
深
翼
・
易
定
等
道
の
兵
が
動
員
さ
れ
て
い
る
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（
『
通
鑑
』
巻
二
四
二
）
。

圀
　
『
通
鑑
』
巻
二
二
八
、
徳
宗
、
建
中
四
年
九
月
の
条
に
、

　
　
　
上
以
諸
軍
征
泰
寧
（
李
希
烈
）
者
、
不
相
続
壱
。
庚
子
、
以
舒
王
謨
為
刑
襄
等
道
行
営

　
　
　
都
元
帥
。

　
と
あ
っ
て
、
泰
西
李
希
烈
の
征
討
の
際
、
征
討
軍
に
統
一
性
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
、
皇
族

　
の
元
帥
を
置
か
ん
と
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
、
巻
二
三
五
、
徳
宗
、

　
貞
元
十
五
年
十
二
月
の
条
に
、

　
　
　
諸
軍
討
呉
少
誠
者
、
既
無
統
帥
、
毎
出
兵
、
人
自
規
利
、
進
退
不
壱
。
乙
未
、
諸
軍
自

　
　
　
潰
於
小
撒
水
、
委
弁
器
械
資
糧
、
皆
為
少
誠
所
有
。
於
是
、
始
議
置
招
討
使
。

　
と
あ
り
、
蔡
州
呉
少
誠
の
征
討
の
際
、
総
司
令
官
を
設
け
な
か
っ
た
た
め
、
諸
軍
が
独
自
の

　
判
断
で
行
動
し
、
作
戦
の
統
一
が
は
か
れ
ず
、
改
め
て
招
討
使
を
置
く
こ
と
が
議
さ
れ
た
と

　
い
う
。
更
に
ま
た
、
同
書
巻
二
四
二
、
穆
宗
、
長
慶
二
年
正
月
の
条
に
、

　
　
　
中
書
舎
人
白
居
易
大
言
、
以
為
自
幽
鎮
逆
命
、
朝
廷
徴
諸
道
兵
、
計
十
七
八
万
、
四
面

　
　
　
攻
囲
。
已
諭
半
年
、
王
師
無
功
。
：
：
蓋
由
節
将
太
衆
、
其
心
不
斉
。
莫
肯
率
先
、
逓

　
　
　
相
願
望
。

　
と
あ
り
、
幽
・
鎮
州
の
反
乱
の
征
討
に
際
し
、
十
数
万
の
兵
を
動
員
し
な
が
ら
半
年
を
経
て

　
も
戦
功
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
原
因
が
、
征
討
軍
が
多
藩
混
成
軍
団
で
あ
り
、
保
身
に

　
徹
し
て
積
極
的
な
攻
撃
に
出
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
、
白
居
易
か
指
摘
し
て
い
る
。

�
　
『
通
鑑
』
巻
二
二
〇
、
麿
宗
、
乾
元
元
年
九
月
庚
寅
の
条
の
胡
註
は
、
こ
の
征
討
で
元
帥

　
を
置
か
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
如
く
論
評
し
て
い
る
。

　
　
　
諸
軍
並
行
、
歩
騎
数
十
万
、
而
不
置
元
帥
、
号
令
不
一
、
所
以
有
安
陽
之
敗
。

　
こ
の
時
の
征
討
軍
が
安
陽
に
潰
乱
し
た
経
緯
は
、
『
通
鑑
』
啓
二
二
Ｉ
、
乾
元
二
年
三
月
の
条

　
に
詳
し
い
。

㈲
　
『
通
鑑
』
巻
二
二
〇
、
屡
宗
、
乾
元
元
年
九
月
庚
寅
の
条
。

四
　
『
通
鑑
』
巻
二
六
三
、
昭
宗
、
天
復
三
年
正
月
の
司
馬
光
の
論
評
に
、
「
然
則
宦
官
之
禍
、

　
始
於
明
皇
、
盛
於
撒
代
、
成
於
徳
宗
、
極
於
昭
宗
」
と
あ
る
。

囲
　
徳
宗
は
、
魚
朝
恩
を
洙
殺
し
て
以
降
、
宦
官
に
兵
権
を
委
ね
る
こ
と
を
控
え
て
い
た
が
、

　
興
元
元
年
十
月
、
京
師
に
お
け
る
浬
原
藩
兵
の
乱
（
建
中
四
年
十
月
）
に
功
績
の
あ
っ
た
宦

　
官
賓
文
場
と
王
希
遷
な
る
者
に
神
策
軍
を
分
掌
さ
せ
、
貞
元
十
二
年
六
月
、
宦
官
の
続
軍
職

　
と
し
て
左
右
神
策
護
軍
中
尉
を
置
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
『
通
鑑
』
は
「
自
是
、
宦
官
始
専

　
軍
政
」
と
述
べ
、
胡
註
は
「
為
宦
官
挟
兵
権
、
以
脅
天
子
張
本
」
と
評
し
て
い
る
（
『
通
鑑
』

　
巻
二
三
四
）
。

卸
　
『
通
鑑
』
巻
二
三
五
、
徳
宗
、
貞
元
十
六
年
二
月
乙
酉
の
条
。

囲
　
『
唐
書
』
（
巻
一
四
一
）
・
『
旧
唐
書
』
（
巻
一
六
二
）
の
韓
全
義
伝
は
「
十
数
人
」
と
し
て

　
い
る
。

�
　
宦
官
の
行
宮
に
お
け
る
職
務
に
「
監
陳
」
或
は
「
監
陣
」
な
る
も
の
が
あ
る
。
事
例
は
後

　
に
掲
げ
る
表
２
に
挙
げ
て
お
い
た
が
、
「
陳
」
・
「
陣
」
は
「
瞰
」
に
同
じ
く
、
「
列
」
「
隊
列
」

　
の
意
で
あ
る
の
で
、
或
は
こ
こ
に
い
う
監
使
と
同
じ
職
務
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
点
、
矢
野

　
氏
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

�
　
上
述
の
呉
少
誠
征
討
軍
の
監
軍
に
関
す
る
記
述
や
、
李
徳
裕
の
監
軍
の
弊
害
に
関
す
る
指

　
摘
に
見
る
如
く
、
宦
官
監
軍
の
存
在
は
行
官
軍
の
指
揮
命
令
系
統
を
棄
乱
さ
せ
、
将
帥
の
志

　
気
を
鈍
ら
せ
る
点
で
、
軍
事
行
動
そ
の
も
の
に
と
っ
て
は
負
の
要
素
で
あ
っ
た
が
、
皇
帝
は

　
行
官
軍
を
統
制
す
る
必
要
上
、
そ
の
欠
点
を
敢
え
て
冒
し
て
で
も
こ
れ
を
用
い
る
必
要
が
あ

　
っ
た
。
『
通
鑑
』
巻
二
三
七
、
憲
宗
、
元
和
元
年
正
月
の
条
に
、

　
　
　
杜
黄
裳
独
日
、
（
劉
）
闘
狂
慧
書
生
、
取
之
拾
芥
耳
。
臣
知
、
神
策
軍
使
高
崇
文
、
勇
略

　
　
　
可
用
。
願
陛
下
専
以
軍
事
委
之
、
勿
置
監
軍
、
閥
必
可
檎
。
上
従
之
。

　
と
あ
っ
て
、
西
川
劉
闘
の
征
討
に
当
た
っ
て
、
憲
宗
は
杜
黄
裳
の
言
を
納
れ
て
、
主
帥
に
高

　
崇
文
を
任
じ
る
こ
と
及
び
監
軍
を
設
置
し
な
い
こ
と
を
決
め
た
如
く
で
あ
る
が
、
後
述
の
如

　
く
、
実
際
に
は
宦
官
の
劉
貞
庭
・
俳
文
珍
な
る
者
を
監
軍
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
。
皇
帝
に

　
お
け
る
宦
官
監
軍
の
必
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

㈲
　
『
事
物
紀
原
』
所
引
の
記
事
に
は
『
唐
書
』
白
居
易
伝
と
能
駱
す
る
箇
所
が
あ
る
。
『
唐
書
』

　
の
「
毎
征
伐
、
専
委
将
帥
、
責
成
功
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
『
事
物
紀
原
』
は
「
毎
征
伐
、
専

　
委
将
卒
」
と
記
し
、
『
唐
書
』
に
「
劉
真
庭
」
と
あ
る
の
を
「
劉
正
庭
」
と
記
し
て
い
る
。
後

　
者
は
避
論
と
思
わ
れ
、
『
史
論
挙
例
』
（
陳
新
会
）
に
よ
れ
ば
、
宋
の
仁
宗
の
論
が
頑
で
あ
る

　
の
で
、
「
貞
」
は
「
正
」
に
改
め
た
と
い
う
。

圈
　
こ
の
史
料
に
は
、
「
貧
困
良
」
と
あ
る
が
、
前
掲
『
唐
書
』
白
居
易
伝
に
は
「
賢
良
国
」
と

　
あ
る
。
白
居
易
伝
の
上
奏
文
は
『
全
唐
文
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
（
巻
六
六
六
、
「
諌
詔
吐
突

　
承
頂
率
師
出
討
王
承
宗
疏
」
）
、
こ
れ
に
は
「
賢
良
国
」
と
あ
る
の
で
、
後
者
か
正
し
い
。
ま
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た
、
「
背
秀
英
」
に
つ
い
て
は
、
『
唐
書
』
（
巻
二
Ｉ
四
）
の
呉
少
誠
伝
（
巻
二
Ｉ
四
）
、
『
唐
書
』

　
　
（
巻
一
四
一
）
・
『
旧
唐
書
』
（
巻
一
六
二
）
の
韓
全
義
伝
は
、
皆
「
費
英
秀
」
と
記
す
が
、
何

　
れ
が
正
し
い
か
は
判
断
し
か
ね
る
。

�
　
諸
道
の
藩
軍
が
動
員
さ
れ
れ
ば
、
当
然
各
藩
の
監
軍
も
こ
れ
に
伴
っ
て
従
軍
し
た
で
あ
ろ

　
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
註
的
に
掲
げ
た
白
居
易
の
土
石
の
続
き
に
、

　
　
　
今
既
祗
留
東
西
二
帥
（
李
光
顔
・
裴
度
）
、
請
各
置
祁
監
一
人
、
諸
道
監
軍
一
時
節
罷
、

　
　
　
如
此
則
衆
斉
令
一
、
必
有
成
功
。

　
と
あ
っ
て
、
穆
宗
の
長
座
年
間
に
幽
・
鎖
州
の
乱
を
征
討
す
る
た
め
動
員
さ
れ
た
諸
道
軍
に

　
監
軍
が
随
伴
し
て
い
た
こ
と
か
知
ら
れ
よ
う
。

叫
　
『
通
鑑
』
巻
二
五
四
、
慎
宗
、
中
和
二
年
正
月
辛
亥
の
条
に
、

　
　
　
以
王
鐸
兼
中
書
令
充
諸
道
行
営
都
祁
続
。
：
：
以
楊
復
光
為
南
面
行
宮
部
監
使
。

　
と
あ
り
、
こ
れ
は
唐
末
の
黄
巣
征
討
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
け
る
楊
復
光
の

　
南
面
行
宮
都
監
使
へ
の
就
任
を
、
『
唐
書
』
（
巻
二
〇
七
）
楊
復
光
伝
は
「
王
鐸
為
招
討
、
復

　
光
但
監
軍
」
と
記
し
て
い
る
。
都
監
使
を
監
軍
と
称
し
て
い
る
が
、
都
監
使
は
祁
監
軍
使
と

　
同
義
で
あ
ろ
う
か
ら
、
都
監
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

叫
　
こ
の
天
復
三
年
正
月
庚
午
以
前
に
於
て
も
百
数
十
人
の
宦
官
が
抹
殺
さ
れ
て
い
る
。
『
通

　
鑑
』
巻
二
六
三
、
昭
宗
、
天
復
三
年
春
正
月
戊
申
の
条
に
、

　
　
　
　
（
猟
期
節
度
使
）
李
茂
貞
独
見
上
。
中
尉
韓
全
謁
・
張
彦
弘
、
枢
密
使
袁
易
簡
・
周
敬

　
　
　
容
、
皆
不
得
対
。
茂
貞
請
抹
全
海
等
、
与
朱
全
忠
和
解
、
奉
車
駕
還
京
。
上
喜
、
即
遣

　
　
　
内
養
、
帥
猟
期
車
四
十
人
、
収
全
海
等
新
之
。
…
…
Ｅ
七
夕
又
新
車
継
馬
・
李
継
海
・
李

　
　
　
彦
弼
、
及
内
諸
司
使
章
処
廷
等
十
六
人
。

　
と
あ
り
、
次
い
で
、
同
壬
成
の
条
に
、

　
　
　
時
猟
期
所
抹
宦
官
、
已
七
十
二
人
。
朱
全
忠
、
又
密
令
京
兆
、
捜
捕
致
仕
不
従
行
者
、

　
　
　
抹
九
十
人
。

　
と
あ
っ
て
、
昭
宗
を
猟
期
に
動
座
し
た
神
策
軍
中
尉
韓
全
海
等
併
せ
て
百
六
十
二
人
の
宦
官

　
が
、
車
茂
貞
と
朱
全
忠
に
よ
っ
て
抹
殺
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

叫
　
『
通
鑑
』
啓
二
六
四
、
昭
宗
、
天
復
三
年
二
月
壬
申
の
条
に
、

　
　
　
時
宦
官
尽
死
。
惟
河
東
監
軍
張
承
業
・
幽
州
監
軍
張
居
翰
・
清
海
監
軍
程
匡
柔
・
西
川

　
　
　
監
軍
魚
全
裸
、
及
致
仕
厳
遵
美
、
為
李
克
用
・
劉
仁
恭
・
楊
行
密
・
王
建
所
匿
、
得
全
。

　
　
　
新
宮
囚
以
応
詔
。

　
と
あ
る
が
如
く
、
朱
全
忠
の
宦
官
粛
正
に
際
し
、
唐
末
雄
藩
の
監
軍
、
河
東
の
張
承
業
・
幽

　
州
の
張
居
翰
・
清
海
の
程
匡
柔
・
西
川
の
魚
全
裸
等
が
、
李
克
用
・
劉
仁
恭
・
楊
行
密
・
王

　
建
等
藩
帥
に
よ
っ
て
庇
護
さ
れ
た
事
実
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

㈲
　
唐
末
の
内
廷
機
構
の
変
質
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
唐
・
五
代
三
班
使
臣
考
」
（
『
末
代
の
社
会

　
と
文
化
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
）
を
参
照
さ
れ
た
し
。

叫
　
朱
全
忠
は
専
権
乱
国
を
口
実
に
崔
胤
を
除
き
、
神
策
軍
及
び
六
軍
を
統
轄
し
て
国
柄
を
掌

　
握
し
た
後
、
『
通
鑑
』
巻
二
六
四
、
天
祐
元
年
閏
月
戊
申
の
条
に
、

　
　
　
勅
、
内
談
司
、
惟
留
宣
微
等
九
使
外
、
余
情
停
廃
、
但
不
以
内
夫
人
充
使
。
以
蒋
玄
暉

　
　
　
為
宣
徴
南
院
使
、
王
殷
為
宣
徽
北
院
使
兼
皇
城
使
、
張
廷
範
為
金
石
将
軍
充
街
使
、
以

　
　
　
章
震
為
河
南
尹
兼
六
軍
諸
衛
副
使
、
又
徴
武
寧
留
後
朱
友
恭
為
左
龍
武
統
軍
、
保
大
節

　
　
　
度
使
氏
叔
踪
為
右
龍
武
統
軍
、
典
宿
衛
皆
朱
全
忠
之
腹
心
也
。

　
と
あ
る
如
く
、
詔
勅
を
借
り
て
、
宦
官
夷
洙
後
に
暫
定
的
に
行
わ
れ
て
い
た
内
夫
人
（
官
官
）

　
の
内
清
司
使
任
用
を
や
め
、
こ
れ
に
代
え
て
自
ら
の
腹
心
を
内
廷
諸
使
に
充
て
、
宿
衛
を
掌

　
ら
し
め
た
。
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